
令和 ３年 ４月 ２０日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

①和歌山市七番町和歌山市役所庁舎内令和元年10月１１日

和歌山市役所庁舎内販売

②JAてまりっこマフィン納品令和元年週１回通年

③和歌山市米屋町３番地　ダッシュ和歌山

施設外就労（月～木・土９：００～１３：００）

①生産物販売 ②JA農産市場棚出し

＜目的＞

生産活動の一環として製造・販売にかかわることが目標です

地域社会にとって障がい者雇用への理解を深めていただけたり マフィン シトラスじゃばら果汁

対象者は社会に触れることで地域との「ふれあい」により思いを持てたり

その思いは尊い希望であったり、生活感になったり阻害されることへの マフィン試食販売

緩和になったりを活動の中で目的に置いています じゃばらあめ

＜成果＞対象者は社会に参加することで地域との「ふれあい」により 荷作り

思いを持てたり（希望や目標であったり自分のしてみたいことであったり）

社会の一員であることで生活への意欲となっていただけています

＜課題＞社会が根気よく継続し障がい者が働ける環境提供が大事です        

一般社会の理解ある方々の取り組みが　社会における道徳の基本とも言え

障がい者の社会参加の姿はその地域の「豊さ」を現します       

またその会社や組織が持つ「社訓や理念」に誠実さが確定されます      ③施設外就労（清掃作業）

連携企業様

連携した結果に対する意見または評価

菓子製造販売　果汁製造販売について　「福祉作業所で製造される製品は丁寧に手が加えられています」「普通にどこへでも置ける製品ですね」

「賞味期限の確認作業はお役様への信用ですから見落とさないでください」・・などで近年は福祉作業所の製品への偏見は少なくなっている

今後の連携強化に向けた課題 引き続き衛生面（製品パッケージの汚れや混入物などの問題）の意識を高く持ち続ける

企業様との取引の中で「衛生管理・製品品質保持・納期・出入り時のマナー」など先方様の意向には必ず応えてゆくことです、そのためにも

作業所職員は支援の基本に加え就労に関する知識を身に着ける事が現場で最も求められ　尚且つ学びたい利用者もそんな現場を求めています

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 花咲か

住　所 和歌山県和歌山市十二番丁７９番地

3010121436

土橋　扶美

令和元年・令和２年電話番号

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名

・和島興産フォルテ様・JA和歌山てまりっこ各５店舗様・わかやま紀州館様・㈱プラス関西各１２

店舗様・㈱中心屋様・和歌山市観光協会土産品センター様・ロックスターファーム様

（一般社団法人）城プロジェクト様・和歌山県教職員組合様　（PC関係）・アマゾンジャパン様そ

の他自社サイト

担当者名 土橋扶美

様式１


